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ロータリーを実践し
 みんなに豊かな人生を

ENGAGE ROTARY 
CHANGE LIVES

■ 出 席 報 告 ■ 栢 本 委 員

【10月29日】
在籍会員 34名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 31名（内出席規定適用免除者 9名）

ホームクラブ出席率 93.94％

10月８日のＭＵを含む出席率 96.77％

◇ 2013年11月５日 第1111回例会(第1110号) ◇

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

11月18日(月)・25(月)
出席：北村(雅)、寺井、新井、延、

北村(康)、成松各会員
会場：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
時間：18：50～19：50

本日の例会

今週の歌 「 君が代・奉仕の理想 」

卓 話 「 吹田市の消防の現況について 」

吹田市西消防署

副署長 廣 瀬 栄 二 様

次回例会のお知らせ(11月12日)

クラブフォーラム

　 　 「 会員増強について 」

北 山 陽 一 広報委員長

前回〔10月29日〕例会記録

■ 来 客 ■
福 家 宏 様（ＲＩ第2660地区ガバナー)

会長の時間 西 山 会 長
東京ディズニーランドが今年で、開業30周年を迎

えています。入園者数は過去最高を更新するそうで
す。リピーター客が全体の95％を超えているとのこ
とです。しかも驚きは、90％がアルバイト従業員で
す。ディズニーでは、従業員のことをキャストと呼
びますが、このキャストにより、ゲスト（お客様の
こと）が感動し、満足する演出ができていることに
驚きます。いったいどうして多くのゲストが驚嘆す
るような高いクオリティ（質）を維持することがで
きているのでしょうか、興味がわきます。
ディズニーでは「トレーナー」と呼ばれるアルバ

イトが、後輩の指導にあたります。このトレーナー
がいればこそ、後輩たちは、貴重な戦力として育っ
ていきます。ディズニーでは、上司・先輩が日頃か
ら後輩の仕事ぶり、状況をよく見ていることを徹底
されています。さらに、ひと言声をかけることも心

がけています。そのことにより後輩・部下は良好な
人間関係をつくり、活発なコミュニケーションを通
じて、仕事に対するモチベーションも上がり、集中
もできるということです。
「ユニバーシティー・リーダー」という制度があ
ります。新人や後輩キャストの指導をするトレー
ナー研修のインストラクターの役割をします。自主
的・主体的に相手を思いやる心を意味するホスピタ
リティーを発揮するための基礎を現場に徹底してい
ます。この「トレーナー」と「ユニバーシティー・
リーダー」の二つが大きな特徴です。
このようなディズニーの研修の仕組みも、若い人
たちに働くことの喜びを与えるということで、広い
意味での職業奉仕にもつながっていると思います。

幹事報告 新 井 幹 事
◎本日、例会終了後記念写真を撮影しますので、写
場に移動してください。その後、メイプルルーム
にてガバナーとの懇談がございますので理事役員
の方は出席してください。



◎千里ＲＣより「認知症講演会」のご案内
日時：12月８日(日）10：00～11：30
会場：千里ニュータウンプラザ２階大ホール
講師：大阪市立弘済院附属病院神経内科・

精神神経科部長 中西亜紀先生
チラシをＢＯＸに配付しましたので興味のある
方はお申し込みください。

◎第４回第2660地区米山奨学生ふれあいスピーチコ
ンテストのご案内
日時：11月２日(土）14：00～16：45予定
場所：ＯＭＭビル 会議室 ２階４－５号室
長島米山奨学委員長よろしくお願いいたします。

◎福家ガバナーとの懇談会 13：40～14：40
出席者：西山、寺井、渡辺、木元、田中(弘)、東、

新井

ニコニコ箱

赤 尾 会 員 先週の情報集会での旨い酒・料理
に感謝。

新 井 会 員 ガバナーをお迎えして！
延 　 会 員 先週急に休んでしまいました。ご
めんなさい!!
芳 賀 会 員 ガバナーをお迎えして
橋 本 会 員 福家ガバナーをお迎えして。
木 元 会 員 福家宏ガバナーをお迎えして。
水 谷 会 員 福家ガバナーようこそおいで下さ
いました。

長 島 会 員 福家宏ガバナーをお迎えして。
西 本 会 員 福家宏ガバナーをお迎えして。
西 村 会 員 ガバナーを迎えて。
西 山 会 員 福家宏ガバナーをお迎えして。
庄 瀬 会 員 ガバナーをお迎えして。
田中(茂)会員 ガバナーをお迎えして。
寺 井 会 員 福家ガバナーをお迎えして！
八 橋 会 員 福家ガバナーをおむかえして！
本日分 97,000円 累 計 449,000円

関西大学ＲＡＣ第75回例会出席報告

成 松 会 員
日 時：10月28日(月）18：50～19：50
場 所：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
出席者：成松
担 当：国際奉仕委員会
内 容：地区の米山財団委員である東大阪みどり

ＲＣの北山様に、米山奨学生に関するお
話をして頂き、交流の前にまず関大自身
を知ろうということで関大に関する知識
を学びました。

職業奉仕委員会 八 橋 委員長
潜水艦「まきしお」職場見学会のご案内
期 日：平成25年12月15日(日)雨天決行
集合場所：ＪＲ神戸駅中央改札口ＰＭ２時。時間

厳守。駐車場が少ないため地下鉄で移動
(和田岬駅)。

見学場所：三菱重工神戸造船所
(見学時間約２時間30分)

懇親会：和・ビストロ桂（会費10,000円）

卓 話
「クラブ公式訪問にあたって」

国際ロータリー第2660地区
福 家 宏 ガバナー

私は2013年１月13日(日)～18日(金)、米国カリフ
ォルニア州サン・ディエゴにて開催された、国際協
議会2013に参加して参りました。地区ガバナーに就
任するには、昨秋東京で2度開催された����(ガバ
ナー・エレクト研修セミナー)を含め、この国際協
議会への参加が義務付けられています。国際協議会
のために設定された研修の全てに出席しないと、地
区ガバナーには就任出来ません。無論私も日本から
出席した34地区のＧＥと共に、全てのプログラムを



消化して帰国致しました。厳しいスケジュールでは
ありましたが、日本の他地区のＧＥの皆様と親睦を
深め、他国の人々と色々な形で交流出来たことは楽
しいことでありました。
今年度の国際ロータリー会長はロン・Ｄ・バート

ン氏です。1979年以来、米国オクラホマ州ノーマン
ＲＣの会員であり、職業は弁護士です。これまでに、
地区ガバナー、恒久基金米国アドバイザー、ロータ
リー財団地域コーディネーター、インターナショナ
ル・ポリオ・プラス委員会委員、ロータリー財団管
理委員などを歴任され、2008-09年度は財団管理委
員会副委員長、また、未来の夢委員会委員および副
委員長も務めておられます。先ずは此の度の国際協
議会開会本会議におけるロン・バートンRI会長によ
る開会講演の内容をお伝え致します。

【ポリオ撲滅】

1986年以来開始された「地球上からポリオを撲滅す
る」ためのポリオ・プラス・プログラムは、当時か
ら実現は容易でないことは分かっていましたが、
2005年には成功させるという目標が立てられました。
残念ながら2013年を迎えた今、まだポリオの撲滅は
成功していません。しかしポリオが次第に終結へと
近づいていることは、明らかです。目標達成までも
う少しです。

【���：������ �	
	�� ��� 未来の夢計画】

「未来の夢計画」は、ロータリー財団の新たな時代
の幕開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取
り入れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国
際プロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズ
に応える地元プロジェクトでの柔軟性を高めること
によって、ロータリーを新しい次元へと昇華させる
ものです。

【会員維持増強】

会員増強は他人任せでは無くて、私の責務であり、
皆さん自身の責務であり、ロータリアン全員の責務
です。勧誘が成功し、入会をＯＫしてもらい、その
人が会員となった時、皆さんの仕事はそこから始ま
ります。新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役
割を担い、ロータリーで満足感を得られるようにし
なければなりません。ロータリーに入会した新会員
全員を維持できれば、会員増強など問題にならない
はずです。毎年、ロータリーには、およそ12万人と
いう大勢の人が入会します。しかし毎年、ほぼ同じ
数の会員が退会しています。15年以上にわたり会員

数が約120万人にとどまり、会員数が横ばいとなっ
ているのは、このためです。今や本腰を入れなけれ
ばならない時が来ています。

【多様性】

1987年、ロータリーは女性に入会の門戸を開きまし
た。それは、ロータリーにとって記念すべき日でし
た。しかし、女性会員の数が順調に増えているわけ
ではありません。これは、私たちが取り組むべき課
題です。さらに、ロータリーに若い会員を迎え入れ、
現在のローターアクター、インターアクター、ライ
ラリアン、青少年交換学生、財団奨学生、���チー
ムメンバーに、明日のロータリアンになってもらえ
るよう努める必要があります。ロータリーが生き残
るには、時代の変化とともに自分たちも変わる努力
をしなければなりません。例会時間や例会場を変え
たり、クラブの形態を見直すなど、柔軟に適応する
努力をすることです。

【今年度ＲＩテーマと地区方針】

������ ������ ������ �	��


「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」

ロータリーやロータリー財団のプログラムに真剣
に取り組めば、多くの人々を豊かにすることが出来
ます。そしてそれよりも大切なことは、もっと豊か
になるのは、皆さん自身の人生だということです。

これはアーサー・シェルドンの��� �	
��� �
� ��


��	��� ��� 「最も良く奉仕する者、最も多く報われ
る」という標語から発した考えです。

『今年度地区方針』

私は今年度ＲＩテーマを尊重しつつ、「ロータリ
アンが奉仕を実践した時にはロータリアン自身の人

生が豊かになる」というバートン氏のメッセージを
受ける形で、今年度当地区の方針を決定致しました。
それは「感動の体験を!! 人々にも、自身にも」

であります。
私は１人でも多くのロータリアンにRIやロータ
リー財団プログラムに参加をして頂きたい。立案し
た計画が困難を伴っても是非とも、勇気をもって敢
行して頂きたい。これが私の思いであります。
“����	�	����”これは、日本人初のＲＩ会長を務め
られた東ヶ崎潔氏のＲＩのテーマです。私はこの言
葉を心に刻み、この言葉を拝借して、地区方針に盛
り込みたいと考えました。「参加し、敢行しよう!!」
であります。どうかよろしくお願い申し上げます。
さて地区としては何にポイントを置いて活動を進



*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
* 今回担当：成 松 重 人 *
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*

めて行くのか？これは５つあります。ＲＩ戦略計画
の３つの重点項目のうち、
「クラブのサポートと強化」に関わるものとして
①会員の維持と増強です
会員の維持のためには入会後年数の浅い会員に

出来る限りＲＩやロータリー財団のプログラムに
参加するように工夫をして頂きたいのです

「人道奉仕の重点化と増加」に関わるものとして
②ポリオ撲滅への努力
③ＦＶＰによるプロジェクトの成功
④東日本震災復興支援

「公共イメージと認知度の向上」に関わるものと
して
⑤広報活動です

この５項目に重点を置いて活動して頂きたいと、強
く念願しております。

【寄付のお願い】

目標額
①年次基金150ドル
②ポリオ・プラス50ドル
③米山記念奨学会３万円
④東日本震災復興支援１クラブ当たり５万円以上

【地区大会】

2014年２月21日(金)～22日(土)
大阪国際会議場、リーガ・ロイヤル・ホテル
記念講演「桜井よしこ氏」

2013年10月29日
吹田江坂ロータリークラブ
会長 西山 俊明 様
幹事 新井 性哲 様

国際ロータリー第2660地区
ガバナー 福家 宏

拝啓 錦秋の候、貴クラブの皆様にはますますご清祥
のこととお慶び申し上げます。また平素は地区ロータ
リー活動にご尽力、ご協力を賜りまして深謝致してお
ります。
本日の公式訪問に際しましては、格別のご高配にあ

ずかりましたこと、誠に有難く、厚く御礼申し上げま
す。先ずは心温まるお出迎えに感謝申し上げます。そ
して私が代診の居ない現役の開業医であるため、ご迷
惑をおかけ致しましたことにお詫びを申し上げます。
職業奉仕へのご理解と、ロータリーの寛容と友情の精
神をもって、お赦し下さいませ。
さて、私は今年度のRIテーマ「Engage Rotary Change

Lives：ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」
を尊重し、「感動の体験を!! 人々にも自身にも」与え
ることの出来るような地区活動を、地区委員の皆様と
一致団結して進めて参りたいと考えております。そし
てそのことが、クラブの活性化や会員増強に繋がって
行くことを強く念願致しております。
また貴クラブの奉仕の実践が西山会長様初め理事役

員の皆様方のリードによりまして、いかんなく発揮さ
れますよう願っております。
末筆ながら、貴クラブのますますのご発展と、貴ク

ラブ会員の皆様方のご健康とご多幸を祈念致しており
ます。 敬 具
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